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根室港は、北海道東端の根室半島に位置
し、オホーツク海側にある「根室港区」と
太平洋側の「花咲港区」の 2地区で形成さ
れています。
明治時代中期頃に、現在の根室港区の波
止場の築設を契機として本格的な整備が始
まり、その後も港湾機能を拡充させながら、
昭和53年に根室港（現在の根室港区）と花
咲港（現在の花咲港区）が統合して重要港
湾に指定されました。
近年、漁獲量の低下が懸念されているも
のの、サンマの水揚げ日本一を誇るなど、
全国有数の水産物供給拠点となっています。
なお、根室地区は平成 4年から行われて
いる北方領土との「ビザなし交流」をはじ
めとするロシアとの交流拠点として、また、
耐震強化岸壁を備えた防災拠点としても重
要な役割を果たしています。

根室港（花咲地区）の概要
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第38回通常総会を
リモートにより開催

日本港湾空港建設協会連合会

令和3年度　事業計画

1　会報の発行
港湾空港関係予算・技術開発等、港湾空港関係の諸

情報並びに、会員の意見・要望等を掲載した会報を 4

回／年発行し、会員相互の情報交換を行う。

2 　研修講習会等の開催
港湾空港建設事業の社会的地位の確立と、技術の開

発向上を目的とした講習会及び見学会を実施する。

講習会の開催は、中堅技術者を対象に 6月30日に

は沖縄県那覇市にて、また、9月には山形県酒田市に

て開催する予定。さらに10月には経営者及び幹部社員

を対象に経営者セミナーを東京都において開催する。 

「独占禁止法・コンプライアンス関係講習会」を（一

社）日本埋立浚渫協会と共催で行う。

3 　要望及び意見等の発信
① 港湾空港関係予算及び港湾空港事業に関わる諸課

題について、関係方面及び関係機関に対して要望又

は意見交換を実施する。

② 港湾空港建設に係る当面の諸課題に関する要望や

意見交換を、各地区連合会と共同して関係機関に対

して実施する。

③ 都道府県協会が行う港湾空港建設に係る当面の諸

課題に関する関係機関との要望や意見交換を支援、

共同して実施する。

4 　調査研究
① 港湾空港建設業の発展に関する調査研究及び資料

の収集等を行う。

② 地区連合会技術委員会の活動経費に対して補助を

行う。

③契約・設計・積算に関する調査研究。

④労働・安全・税制に関する調査研究。

⑤建設行政に関わる調査研究。

5 　港湾及び空港の整備・振興に関する広報・啓発活動 
① 港湾及び空港の整備・振興に関し、広く社会一般に

理解を得るための広報・啓発活動を行う。

② 港湾及び空港の整備・振興の必要性を広く国政の場

に反映するため、関係国会議員等の理解を得るため

の活動を展開する。

日本港湾空港建設協会連合会は新型コロナ感染対策のため、令和 3年 5月12日、第38回通常総会をリモートにより
開催しました。
令和 3年度の事業計画は以下のとおりです。
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令和 3年　春の叙勲受章者　伊藤組土建㈱平野良弘会長が黄綬褒章を受章

令和3年　春の叙勲受章者
伊藤組土建㈱平野良弘会長が
黄綬褒章を受章
令和 3年春の叙勲受章者が発表され、伊藤組土建㈱の平野良弘会長が業務精励功労（建設業）により、黄綬褒章を受
章されました。
平野会長は、長年にわたり建設業に従事する傍ら、建設業協会、北海道経済連合会等、多くの団体の役員を歴任され、
建設業の振興、発展、後継者の育成に尽力され、社会基盤整備に大きく貢献されたことが高く評価されました。

学　歴　昭和37年 3 月　室蘭工業大学工学部土木工学科　卒業

職　歴　昭和37年 4 月　伊藤組土建株式会社　入社
　　　　平成元年 7月　　同上　土木部長
　　　　平成 8年 6月　　同上　常務取締役　土木部長
　　　　平成10年 6 月　　同上　常務取締役　建設本部長
　　　　平成17年 6 月　　同上　代表取締役副社長　副社長執行役員
　　　　平成20年 6 月　　同上　代表取締役社長　社長執行役員
　　　　平成21年 4 月　　同上　代表取締役社長
　　　　平成22年 6 月　　同上　代表取締役会長　現在に至る
　　　　平成24年11月　ITKソーラー北海道株式会社代表　現在に至る

団体歴　平成22年 5 月　社団法人　北海道建設業協会　理事　現在に至る
　　　　平成 2年 5月　社団法人　札幌建設業協会　土木委員会委員
　　　　平成21年 5 月　　同上　　　理事
　　　　平成22年 5 月　　同上　　　副会長　現在に至る
　　　　平成23年10月　  一般社団法人　札幌建設業協会　札幌部会　部会長　

現在に至る
　　　　平成22年 7 月　北海道経済連合会　常任理事　現在に至る

賞　罰　平成12年 5 月　札幌建設業協会　会長表彰
　　　　平成16年 5 月　北海道建設業協会　会長表彰
　　　　平成25年 5 月　全国建設業協会　会長表彰
　　　　平成26年 7 月　国土交通大臣表彰

平野　良弘　氏
生年月　昭和14年 5 月
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令和 3年度　漁港漁場関係事業優良請負者表彰受賞者

令和3年度
漁港漁場関係事業優良請負者
表彰受賞者
水産庁の令和 3年度漁港漁場関係事業優良請負者表彰として近藤工業㈱（本社：小樽市　佐藤　慶一社長）及び釧石
工業㈱（本社：釧路市　西村　智久社長）が水産庁長官表彰を受賞されました。
本表彰は漁港漁場関係事業への理解を深めるとともに、漁港漁場建設技術の向上を図り、漁港漁場関係事業の円滑な
実施に資することを目的として、他の模範に足る功績を残した請負者を表彰するものです。
例年、水産庁において表彰式が行われますが、今年度は昨年度と同様に新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点か
ら近藤工業㈱は 6月 7日、小樽開発建設部　遠藤部長、釧石工業㈱も同日、釧路総合振興局　京田副局長から表彰状が
伝達されました。

会社概要
本社所在地 小樽市
創業 昭和 7年
設立 昭和24年
資本金 3,580万円

近藤工業　株式会社
佐藤　慶一  氏
代表取締役社長

会社概要
本社所在地 釧路市
創業 昭和30年
設立 昭和30年
資本金 9,800万円

釧石工業　株式会社
西村　智久  氏
代表取締役
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─港湾・空港・漁港部門における受賞工事─
　【北海道開発局長表彰】
○工事名：苫小牧港西港区－ 3ｍ物揚場建設

　　　　　その他工事

　発注者：室蘭開発建設部
　施工者：㈱山口工業所
　技術者：

　〔表彰理由〕
　  　本工事は、吊荷通過警報装置による安全対策や埋設物撤去時に発生した濁水対策としてノッチタンクの活用など環

境対策に努めるとともに、陸上地盤改良工法施工に伴う地盤変位による周辺既設構造物への影響把握のため自動追尾

式トータルステーションを活用した創意工夫による精度の高い施工を行った。更に、地域貢献として、積極的に地元

高校生をインターンシップとして受け入れた。

令和3年度
北海道開発局優良工事等の表彰
北海道開発局は工事等に係る技術の向上を目的として、前年度に完成した工事及び完了した業務の中から、優秀な成
果を収めた企業及び技術者を表彰しております。
今年度は令和 2年度に完成した工事1,655件中から局長表彰35件（34社　 1ＪＶ）、各開発建設部長表彰90件（89社　
1 JV）が選定され、工事を実施した企業とその工事に携わった技術者が表彰されました。
港湾・空港・漁港部門における局長表彰は、①㈱山口工業所が施工した「苫小牧港西港区－ 3ｍ物揚場建設その他工
事」　②岩倉・渡辺経常ＪＶが施工した「落石漁港（浜松地区）突堤建設その他工事」の 2件（ 3社）が受賞されました。
各開発建設部長表彰は、札幌（㈱NIPPO）、函館（㈱富士サルベージ）、小樽（近藤工業㈱）、釧路（萩原・釧石経
常ＪＶ、白崎建設㈱）、網走（㈱西村組）及び稚内（㈱中田組）が受賞されました。
なお、当初、予定された表彰式は新型コロナ感染症対策のため、延期されました。

小野　義則 氏
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令和 3年度　北海道開発局優良工事等の表彰

〇工事名：  新千歳空港末端取付誘導路新設外工
事

発注者：札幌開発建設部
施工者：㈱NIPPO
技術者：斉藤　慶之 氏

〇工事名：奥尻港外 2港建設その他工事
発注者：函館開発建設部
施工者：㈱富士サルベージ
技術者：高山　明洋 氏

〇工事名：  古平漁港外 1港－5.0ｍ岸壁（耐震）
（改良）その他工事

発注者：小樽開発建設部
施工者：近藤工業㈱
技術者：高井　竜司 氏

〇工事名：  厚岸漁港人工地盤スロープ部（橋梁）
その他工事

発注者：釧路開発建設部
施工者：萩原・釧石　経常ＪＶ
技術者：外尾　賢一郎 氏（萩原建設工業㈱）
　　　　山田　勇人 氏（釧石工業㈱）

〇工事名：釧路空港場周柵改良工事
発注者：釧路開発建設部
施工者：白崎建設㈱
技術者：安藤　剛士 氏

〇工事名：  ウトロ漁港島防波堤・知床岬岸壁工
事

発注者：網走開発建設部
施工者：㈱西村組
技術者：合田　幸司 氏

〇工事名：沓形港－5.0ｍ岸壁改良その他工事
発注者：稚内開発建設部
施工者：㈱中田組
技術者：諏訪　数昌 氏

【各開発建設部長表彰】

○工事名：  落石漁港（浜松地区）突堤建設

　　　　　その他工事

　発注者：釧路開発建設部
　施工者：岩倉・渡辺　経常ＪＶ
　技術者：

　〔表彰理由〕
　  　本工事は、ICT技術（UAVによる 3次元データ取得、ICT建設機械、 3次元レーザースキャナ等）の活用や積極

的なプレキャスト製品の活用を提案し、施工の省力化、効率化を図ることにより工期短縮を図った。また、工事情報

掲示板の設置による漁業者への作業内容の周知、車両検知システムを設置するなど、漁業利用者、地域住民の安全対

策にも配慮した施工を行った。

三上　智史 氏
（岩倉建設）

山白　道敏 氏
（渡辺建設工業）
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令和 3年度　北海道開発局港湾空港関係功労者表彰

北海道開発局は 7月20日、札幌第 1合同庁舎において、令和 3年度「港湾空港関係功労者表彰」の表彰式を行い、魚
住港湾空港部長が受賞者に表彰状を授与しました。
本表彰は、港湾空港整備事業の推進を目的として、港湾空港関係の業務等に関し、多大な功労があった方々を対象に
実施しています。
今年度は株式会社菅原組（函館）の菅原　修社長と前利尻町長の保野洋一氏が受賞されました。
菅原　修社長は、建設事業の経営責任者として港湾整備の拡充に尽力した功績が顕著であったこと、また、保野前町
長は、沓形港の港湾管理者として、長年にわたって港湾の整備・振興に寄与し、地域の発展に尽力した功績が顕著であっ
たとして表彰されたものです。
魚住港湾空港部長は表彰状授与後の挨拶で「北海道の港湾空港は全国への食料供給や産業などを支える重要な社会資
本であり、今後も本道発展のため屋根付き岸壁やクルーズ船岸壁等の整備を進めていく」と述べ、港湾整備への協力を
求めました。

令和３年度
北海道開発局
港湾空港関係功労者表彰

略　歴
　昭和52年 4 月　大新土木株式会社　入社
　昭和54年 4 月　株式会社菅原組　入社
　平成 7年 3月　　　 同上 　　　専務取締役
　平成27年 6 月　　　 同上 　　　代表取締役
　　　　　　　　現在に至る

略　歴
　平成25年 5 月　利尻町長就任
　平成29年 5 月　利尻町長就任（第 2期）
　令和 3年 5月　利尻町長退任

株式会社菅原組
代表取締役
菅原　修　氏
生年月　昭和29年 9 月

前利尻町長
保野　洋一　氏
生年月　昭和23年 4 月

推薦　北海道港湾空港建設協会
　　　  （一社）日本海上起重技術協会 

北海道支部

推薦　稚内開発建設部
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令和 3年度　（公社）日本港湾協会　企画賞

遺愛女子高等学校（函館市）が令和 3年度（公社）日本港湾協会　企画賞を受賞されました。　
本表彰は港湾に関する映像、著作、イベント等において、その企画表現が特に優れたもので、港湾の啓蒙、整備促進
への貢献等が顕著であった個人又は団体を対象に顕彰されます。
遺愛女子高等学校は平成19年から英語の授業の一環としてクルーズ乗船客の通訳を務める活動を行い、平成30年、令
和元年にはダイヤモンドプリンセスのクルー
ズも体験しました。
今回は昨年 2月に新型コロナウイルス集
団感染が発生したダイヤモンドプリンセスに
対し、新型コロナウイルスの収束と乗船客を
励ますビデオメッセージを送ったこと等、情
報発信を続けた取り組みが表彰対象となりま
した。
例年、日本港湾協会総会において表彰式が
行われておりますが、新型コロナウイルス対
策のため、6月15日函館開発建設部　高橋部
長が同校を訪れ、表彰状を伝達しました。

令和３年度
（公社）日本港湾協会
企画賞

遺愛女子高等学校の皆様

高橋部長からの表彰状伝達
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○□□□□□□□□□令和 3年度　（公社）日本港湾協会　港湾功労者表彰

令和３年度
（公社）日本港湾協会 港湾功労者表彰

長年にわたり港湾に関する職務に従事し、功績が特に顕著であること、港湾の管理運営振興、計画設計、施工の各部
門に関して研究、実施等に特に顕著な成果をあげ、他の模範となる方を対象に表彰している令和 3年度（公社）日本港
湾協会　港湾功労者に以下の方々が受賞されました。
受賞されました皆様には心からお慶び申し上げます。

北海道港湾協会推薦（順不同　所属等は令和 3年 7月現在）

全国浚渫業協会推薦 （一社）港湾技術コンサルタンツ協会推薦

秋浜　政弘  氏
生年月　昭和34年 5 月
（一財）港湾空港総合技術セン
ター北海道支部　企画部長

略　歴
　昭和53年　北海道開発局　採用
　平成28年　稚内開発建設部　技術管理官
　平成30年　  （一財）港湾空港総合技術センター北海道支部　企画部長
　　　　　　現在に至る

杉山　盛行  氏
生年月　昭和34年9月
（一社）寒地港湾空港技術研究セ
ンター　第２調査研究部長

略　歴
　昭和57年　北海道開発局　採用
　平成29年　留萌港湾事務所長
　令和 2年　（一社）寒地港湾空港技術研究センター　第 2調査研究部長
　　　　　　現在に至る

上川　功一  氏
生年月　昭和34年 8 月
（一財）港湾空港総合技術センター　
北海道支部　事業第一部長

略　歴
　昭和53年　北海道開発局　採用
　平成30年　稚内開発建設部　技術管理官
　令和 2年　  （一財）港湾空港総合技術センター　北海道支部　事業第一部長
　　　　　　現在に至る

今林　弘  氏
生年月　昭和34年 7 月
菱中建設株式会社　土木部　技
術顧問

略　歴
　昭和57年　北海道開発局　採用
　平成30年　  独立行政法人　鉄道建設・運輸施設整備支援機構
　令和 2年　北海道開発局　港湾空港部　港湾計画課付
　令和 2年　菱中建設株式会社　土木部　技術顧問
　　　　　　現在に至る

田中　和幸  氏
生年月　昭和35年10月

略　歴
　昭和58年　株式会社　出口組入社
　平成元年　株式会社　西村組入社

山口　壽雄  氏
生年月　昭和34年 3 月
北日本港湾コンサルタント株式
会社　品質保証室長

略　歴
　昭和56年　北日本港湾コンサルタント株式会社　入社
　平成29年　総務部長、品質保証室長兼務
　令和 2年　品質保証室長
　　　　　　現在に至る
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令和 2年度及び令和 3年度　（公社）日本港湾空港建設協会連合会会長賞表彰　港湾功労者賞

令和２年度及び令和３年度
（公社）日本港湾空港建設協会連合会
会長賞表彰 港湾功労者賞
経営合理化、工費適正化、技術向上、作業効率化及び従業員の労務・厚生の改善等により協会発展に尽くされた功績
により、日本港湾空港建設協会連合会第37回通常総会及び第38回通常総会において、当協会から以下の方々が会長賞を
受賞されました。
なお、昨年度は新型コロナ感染症のため式典が行われず、今年度、2か年分行うことになったことから令和 2年度及
び令和 3年度受賞者の方々をご紹介いたします。
受賞されました皆様には心からお慶び申し上げます。

北海道港湾空港建設協会から9名（令和 2年度）及び11名（令和 3年度）受賞

令和２年度（所属及び役職は令和 2年 2月時点）

代表者表彰

従業員表彰（順不同）

福西　秀和  氏
生年月　昭和26年 5 月
㈱工藤組　代表取締役

略　歴
　昭和51年　㈱工藤組　入社
　昭和61年　　同社　　取締役
　昭和63年　　同社　　常務取締役
　平成 4年　　同社　　代表取締役
　　　　　　現在に至る

山田　和義  氏
生年月　昭和33年 3 月
㈱中田組　工事部工事長

略　歴
　昭和55年　㈱中田組　入社
　平成30年　　同社　　工事部工事長
　　　　　　現在に至る

福津　隆範  氏
生年月　昭和27年12月
㈱福津組　代表取締役社長

略　歴
　昭和55年　㈱福津組　入社
　昭和58年　　同社　　常務取締役
　昭和61年　　同社　　代表取締役社長
　　　　　　現在に至る

森山　瑞男  氏
生年月　昭和34年 9 月
勇建設㈱　室蘭営業所長

略　歴
　昭和62年　勇建設㈱　入社
　平成22年　　同社　　室蘭営業所　所長
　　　　　　現在に至る
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遠藤　暢  氏
生年月　昭和35年 7 月
萩原建設工業㈱　工務担当課長

略　歴
　昭和58年　萩原建設工業㈱　入社
　平成22年　　　 同社 　　　工務担当課長
　　　　　　現在に至る

佐々木　政喜  氏
生年月　昭和38年12月
㈱菅原組　工事部工事課長

略　歴
　昭和61年　㈱菅原組　入社
　平成13年　　同社　　工事部工事課長
　　　　　　現在に至る

塚越　潤一  氏
生年月　昭和41年 4 月
機械開発北旺㈱　工事部次長

略　歴
　平成元年　北海道機械開発㈱　入社
　平成29年　機械開発北旺㈱　　工事部次長
　　　　　　現在に至る

勝谷　利之  氏
生年月　昭和36年12月
㈱高木組　土木部課長

略　歴
　平成 2年　㈱高木組　入社
　平成28年　　同社　　土木部課長
　　　　　　現在に至る

野崎　義人  氏
生年月　昭和40年 5 月
堀松建設工業㈱　工事部長代理

略　歴
　昭和59年　堀松建設工業㈱　入社
　平成27年　　　 同社 　　　工事部長代理
　　　　　　現在に至る



112021.9  No.103

令和 2年度及び令和 3年度　（公社）日本港湾空港建設協会連合会会長賞表彰　港湾功労者賞

令和３年度（所属及び役職は令和 3年 3月時点）

代表者表彰

従業員表彰（順不同）

萩　宰  氏
生年月　昭和44年11月
北興工業㈱　代表取締役社長

略　歴
　平成13年　北興工業㈱　常務取締役営業担当
　平成19年　　 同社 　　専務取締役兼札幌支店長
　平成24年　　 同社 　　代表取締役社長
　　　　　　現在に至る

石井　尚也  氏
生年月　昭和36年 5 月
勇建設㈱　帯広営業所長

略　歴
　昭和59年　勇建設㈱　入社
　平成22年　　同社　　帯広営業所　所長
　　　　　　現在に至る

嶋中　誠治  氏
生年月　昭和40年 2 月
藤建設㈱　土木次長

略　歴
　昭和62年　藤建設㈱　入社
　平成27年　　同社　　土木次長
　　　　　　現在に至る

山田　健一郎  氏
生年月　昭和42年 9 月
㈱山田組　代表取締役社長

略　歴
　平成 3年　㈱山田組　　入社
　平成 9年　山田造園㈱　取締役として出向
　平成10年　㈱山田組　　社長室長
　平成19年　　同社　　　常務取締役
　平成23年　　同社　　　代表取締役副社長
　平成25年　　同社　　　代表取締役社長
　　　　　　現在に至る

近藤　彰裕  氏
生年月　昭和34年 8 月
㈱西村組　営業部長

略　歴
　昭和57年　㈱西村組　入社
　平成25年　　同社　　営業部長
　　　　　　現在に至る

新谷　裕治  氏
生年月　昭和36年10月
㈱菅原組　工事部工事課長

略　歴
　平成 6年　㈱菅原組　入社
　平成23年　　同社　　工事部工事課長
　　　　　　現在に至る
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令和 2年度及び令和 3年度　（公社）日本港湾空港建設協会連合会会長賞表彰　港湾功労者賞

鈴木　修  氏
生年月　昭和40年 3 月
真壁建設㈱　建設部次長

略　歴
　昭和58年　真壁建設㈱　入社
　平成15年　　 同社 　　建設部次長
　　　　　　現在に至る

土門　浩之  氏
生年月　昭和42年 4 月
㈱吉本組　事業部工事課長

略　歴
　平成 6年　㈱吉本組　入社
　平成29年　　同社　　事業部工事課長
　　　　　　現在に至る

三上　雅徳  氏
生年月　昭和41年 1 月
㈱高木組　土木部課長

略　歴
　昭和63年　㈱高木組　入社
　平成29年　　同社　　土木部課長
　　　　　　現在に至る

筒井　英明  氏
生年月　昭和42年 4 月
機械開発北旺㈱　工事部次長

略　歴
　平成 2年　北海道機械開発㈱　入社
　平成30年　機械開発北旺㈱　　工事部次長
　　　　　　現在に至る

南波　聡  氏
生年月　昭和44年 4 月
三協建設㈱　土木部次長

略　歴
　昭和63年　三協建設㈱　入社
　平成11年　　 同社 　　土木部次長
　　　　　　現在に至る



132021.9  No.103

令和 2年度　全建賞　受賞　稚内港末広ふ頭岸壁改良事業

「稚内港末広ふ頭岸壁改良事業～既存施設を活用した大型旅客船に対応した整備～」が、令和 2年度全建賞を受賞し
ました。本事業は、大型クルーズ船の寄港要請に対して早期に対応するため、既存施設を活用し、ドルフィン形式での
改良を実施し、既設岸壁構造をそのまま延伸し施工した場合と比較し、半分以下の期間である 2年間という短期間で工
事を竣工させるとともに、コスト縮減を図った点が評価されました。
本岸壁改良事業では、北海道への寄港実績が多い12万トン級の大型クルーズ船が安全かつ円滑に係留できるよう、既
存施設である末広ふ頭東岸壁240ｍを活用し、その延長方向に係留用ビットを 2基増設することで係留に必要な延長
350mを確保しました。また、係留用ビットの間には係船作業時の安全性と効率性を確保するため連絡橋を架設しました。
施工においては、ドルフィン本体が連絡橋の橋台となるため、基礎捨石の沈下抑制が課題でした。このため、ドルフィ
ンの基礎捨石を 2層仕上げで施工することにより不等沈下を防止し、連絡橋の施工に影響を与えないよう工夫しました。
本施設は、施設整備直後からクルーズ船が寄港するなど、早期に整備効果が発現しております。今後も地域活性化に
大きく貢献されることが期待されます。

令和２年度　全建賞　受賞
稚内港末広ふ頭岸壁改良事業
～既存施設を活用した大型客船に対応した整備～

稚内開発建設部　稚内港湾事務所

係留ビット完成状況

係船柱（ビット）

橋台

連絡橋

（既存240m）

（新設109.5m）

連絡橋の架設状況

基礎捨石 2 層均し（イメージ図）

入港歓迎セレモニー
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第44回　土木学会北海道支部技術賞　受賞　羽幌港における離島フェリー動揺対策

羽幌港は、天売・焼尻島への玄関口として地域住民や観光客の輸送を担うフェリーが就航しています。平成25年 4月
には、バリアフリーを備えた新たなフェリーターミナルが供用しました。
近年、冬季において当海域で発達する低気圧の勢力が従来より強まる傾向にあります。その結果、高潮や波浪が発生
し、岸壁に係留しているフェリーの船体が大きく動揺して、安全な係留ができず、港奥に避難を強いられていました。
このため、留萌開発建設部では、原因究明の現地調査やフェリー避難の要因分析、近年の波浪推算での港形評価の見
直しを行いました。その調査結果を踏まえ、フェリーの通年利用を満足する対策工を羽幌港港湾関係者会議にて決定し、
港湾整備によりこの課題を解決しました。
受賞理由としては、港湾や海岸では全国的に高波被害が頻発化するとともに、気候変動に起因する波浪の影響が懸念
されています。羽幌港で検討した一連のプロセスは、今後の事業に対して模範となることが認められました。ここに、
羽幌港港湾関係者会議の参加機関や現地調査等を実施した建設コンサルタント、安全に工事を進めた施工業者に対して
厚くお礼を申し上げます。

第44回　土木学会北海道支部技術賞　受賞
羽幌港における
離島フェリー動揺対策

留萌開発建設部　留萌港湾事務所
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増毛港屋根付き岸壁の供用式典

増毛港屋根付き岸壁の供用式典
増毛港本港地区で整備を進めていた屋根付き岸壁の工事が完成し、留萌開発建設部と増毛町は、令和 3年 7月17日
に供用式典を開催しました。
屋根付き岸壁は、平成29年 5月増毛港を含む道内の 6港湾管理者が策定した農水産物輸出促進計画（国土交通省港湾
局長認定）に基づき、道内 6港で推進している農水産物輸出促進基盤整備事業の一環として実施したものです。
供用式典の主催者である堀雅志増毛町長と村山雅昭留萌開発建設部長より式辞があり、堀町長からは、「増毛港では、
かねてから、陸揚げ作業を野天の下での作業となり、直射日光での品質低下、カモメの糞による異物混入など衛生面に
課題があった。農水産物輸出促進計画に基づき屋根付き岸壁が完成した。輸出好調なホタテに続き、サケ・ナマコの水
産物もさらなる輸出促進が図られると確信しており、同時に漁業者の所得の向上にも繋がると、大いに期待している」
と述べられました。その後、来賓の稲津久衆議院議員や神谷裕衆議院議員から祝辞をいただきました。続いて、西野憲
一増毛漁業協同組合 代表理事組合長からは「増毛港で水揚げされた水産物を、海外に積極的にＰＲし、輸出促進を図っ
てまいりたい。」と本事業への期待が述べられ、最後に来賓や関係者によりテープカットが執り行われました。
本事業により、北海道の水産物の国際競争力が高まり、輸出促進が期待されます。

北海道開発局　留萌開発建設部

増毛港航空写真（丸囲み）

左から、堀増毛町長、神谷裕衆議院議員、稲津久衆議院議員、西野漁協組合長、村山開建部長

完成した屋根付き岸壁（物揚場-3.5m延長90m）
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我が社の安全衛生管理
菱中建設株式会社　安全衛生管理室長　加登　清史

1．はじめに

弊社は1908年（明治41年）の創業以来、北海道と宮

城県を中心に建設技術の専門集団として地域経済の歴史

と共に歩んでまいりました。創業以来、大正、昭和、平

成そして令和と激動の時代の中を100余年にわたり社業

を重ね、この間、終始一貫して誠心誠意を基本理念とし

て信頼という幹をつくり、安全・誠実・技術・経験とい

う枝葉で安心と信頼の軌跡を刻み続けています。

安全に対しても『人命尊重』の理念を守り通し、全社

が一丸となって取り組んでいます。

2．安全衛生管理方針

前年の安全衛生活動の反省の基に、安全衛生管理方針

を毎年策定しています。

【2021年 安全衛生管理方針】
当社は「労働災害ゼロの達成と心身の健康確保」を基

本理念として、従業員及び建設現場の安全確保と心身両

面の健康保持増進を図るため全社をあげて安全衛生活動

を展開する。

過去の事故・災害を教訓とした安全対策や、リスクア

セスメント・危険予知などの先読みの安全活動を深化さ

せて労働災害ゼロを達成する。

また、職業性疾病の防止や生活習慣病の予防措置、働

き方改革の推進等、ハード・ソフト両面から心身の健康

障害防止対策を講じる。

3．ゼロ災指針

安全活動は『全員参加』が基本です。また、充実した

安全活動を展開するためには管理監督者が「管理活動の

活性化」を働き掛けるだけではなく、一般作業員からの

「参加意欲の盛り上げ」も重要であることから弊社独自

の《ゼロ災指針》を策定し展開しています。

4．安全衛生目標

安全衛生管理の最終目標は『完全無災害』ですが、ス

ローガンとして《安全衛生目標》も策定しています。こ

の目標は毎年、弊社職員と協力業者から公募し、選考の

結果、最優秀となった作品を年度の目標（スローガン）

として採用しています。毎年100件を超える応募があり、

応募者それぞれが安全衛生に対する思いを込めて作成し

ているため、安全意識の高揚にもつながっています。

5．安全衛生管理計画

安全衛生管理方針と近年の安全成績、安全パトロール

結果等を基に年度計画を策定しています。基本となる安

全活動を着実に積み重ねていくことを目的としているた

ゼロ災指針

2021年　安全衛生目標
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我が社の安全衛生管理

め、マンネリ化を防ぎながら質の高い安全衛生活動を続

けるための項目、具体的な内容を明記しています。

6．主な安全衛生活動

⑴　安全祈願祭、安全大会
全国安全週間直前の 6月末に安全祈願祭、追い込み期

を迎える 9月末に労働災害絶滅総決起大会を開催して

安全に対する決意を新たにしています。

⑵　安全衛生委員会
毎月末に安全衛生委員会を開催し、工事現場の安全衛

生を中心に全社的な安全・衛生・交通安全、その他の問

題点を話し合っています。

⑶　安全衛生パトロール
①事業主パトロール
安全週間及び衛生週間に社長及び会社幹部が参加

して事業主パトロールを実施しています。

②店社安全衛生パトロール
安全衛生管理室と各部門安全担当者、協力業者安全

担当者が参加するパトロールを毎月 1回、全現場を対

象にして実施しています。

③交差パトロール
各部門安全担当が他部門の現場をパトロールし、違

う視点から点検・指導を行っています。

④女性職員による現場安全点検
女性職員による現場点検を行い、男性中心の建設現

場では当たり前になっていて気付かない問題点を抽

出・改善提案を行っています。

7．その他の安全衛生活動

「送り出し教育」や「黙想ＫＹ」など他社の活動でも

良いものはどんどん取り入れるようにしていますが、世

間一般に広まっているものは見慣れており効果が薄いと

考え、弊社独自のシンプル且つ分かり易い活動を、安全

衛生小委員会という改善グループが中心となり作成し展

開しています。

代表的なものをいくつか紹介すると、マスコットキャ

ラクター《Mr.セーフティー》は怠けることなく着実に

走り続けゴールした童話の「うさぎとかめ」の亀をモチー

フにして作られ、“安全確認は　怠けることなく　確実

に”を訴えています。《ひしなか運動》は “声を掛け合

うことによって融和ある人間関係を生み出し、一人ひと

りの安全意識を高揚させること”を目指して展開してい

ます。交通安全活動では交通安全マスコットキャラク

ター《ヒッシー君とシーナちゃん》や「通勤ヒヤリマッ

プ」なども作成し、全社・全現場への浸透を図っている

ところです。

8．むすびに

基本となる活動に新たな弊社独自の活動を加えながら、

創業以来継続してきた「全員参加」や「人の意識作り」

を推し進め、最終目標である『完全無災害』を成し得た

いと考えます。

安全祈願祭 労働災害絶滅総決起大会

女性職員による現場安全点検

ひしなか運動

マスコットキャラクター
Mr.セーフティー

ヒッシー君と
シーナちゃん
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私の
趣味

『仕事の原動力』
東洋建設株式会社　北海道支店

支店長　古田　圭也

私は札幌で生まれ、高校を卒業するまで札幌で過
ごしました。小学校を卒業するまではとにかく野球
が好きでクラスの仲間でチームを作り、クラス対抗
戦や他の小学校のチームとよく試合をしたことを思
い出します。「巨人の星」に影響を受けて、話題は
常に野球を中心とした時代でした。プロ野球は巨人
戦しか放送されなかったため、洗脳されたかのよう
に巨人ファンとなり、ポジションはサードかファー
ストのどちらかで争っていました。
中学、高校と進学していくと勉強の方も難しくな
り、野球からは離れてしまいましたが、高校時代は
ハンドボール部に入部しました。恥ずかしながら、
高校入学までハンドボールの存在自体知りませんで
した。やってみてわかりましたが、かなりハードな
スポーツです。どちらかというとラクビー系ですが、
私の印象は武闘系です。背は大きかったのですが体
重が伴わず、体を当てられるとその場でうずくまり
動けなくなります。オリンピックなどの世界大会が
テレビで放映される時は昔を思い出して見るように
していますが、選手の素晴らしい運動能力や基礎体
力は、会場にいなくても理解することができます。
会社に入社してからはよく先輩にお酒を勧められ、
もともと体質的にお酒は弱いほうでしたが、今では
すっかりお酒とともに生活するようになってしまい
ました。仕事が終わった後の一杯がとても至福です。
若い頃はビールと麦焼酎しか飲みませんでしたが、
歳とともに芋焼酎の味を覚え、この歳になってよう
やく「森伊蔵」、「魔王」、「村尾」を制覇することが
できました。新型コロナウイルスの拡散を受け、外

でお酒を飲む機会はありませんが、支店の社員同士
が業務の遂行や目標達成のために会話や交流を重ね
て関係を深める、いわゆる社内コミュニケーション
の場をつくることは必要だと考えています。毎月月
初めの朝に月頭祭を開催し、夕方はノー残業にして
社内コミュニケーションを始めることとしています。
活発なコミュニケーションにはお酒が付き物です。
私はビール、焼酎派ですが、周りの職員はそうでは
ありません。日本酒をこよなく愛しています。数日
前になると支店がざわめきだし、その日のために日
本酒が着々と準備されていきます。「何を選んでい
るのだろうか…？」。私は一切関与しないでみんな
がお酒をたしなみながら活発なコミュニケーション
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がとれれば、それが一番喜ばしいことと思っていま
す（先に呑むのは私ですが）。新型コロナウイルス
の拡散も心配なので、シールドを設置し、換気を整
え、 3密を防止しながら短時間で終わらせています
が、短時間でもこの上ない意見が飛び交いますので、
社員同士の能力や生産性が高められていると感じて
います。
私の趣味や休日の過ごし方について少しお話させ
ていただきます。日曜日の午前10：30～午後 0：
00までは、NHK杯テレビ将棋トーナメントを見て
います。毎週とまではいきませんが、序盤、中盤、
終盤の攻防にはドラマがあり、次の一手を一緒に考
えながら見ています。解説者もすばらしく、一瞬で
10手以上先を予想されるので、“本当に同じ人間な
のだろうか”と思ってしまいます。実際に指してい
る棋士は無言のまま頭の中で解説者をうならせる攻
防を繰り広げ、必ず 1時間半で決着するところがた
まらないところです。もともと小さいときから将棋
が好きで友達や親と指していましたが、今は
YouTubeで藤井聡太の逆転劇を見たり、頻度は少
ないですが将棋ゲームでコンピューターを相手にし
ています。
体を動かす趣味は、やはりゴルフになります。入
社 3年目からゴルフを始めました。当時は横浜支店
に所属しており、ゴルフは 1大イベントでした。朝
4：00頃に寮を車で出発し、高速道路やフェリーを
使って千葉県まで向かいました。ゴルフ場において
は球を数多くたたき、昼の休憩を 1時間程度挟みな
がらプレーをして、家路に着くころは日が暮れてい
ました。土日しか行けなかったことから料金も高く、
交通費や食事代を含めますと、毎週ゴルフをした場
合、ゴルフだけで給料が無くなってしまいます。こ
んな思いをしてまでやりたくなる理由は、150、140、
130、120、110、100とゴルフをするたびにスコア
が縮んでいったからだと思います。しかし、100を
切るところで壁にぶつかりました。ゴルフの上手な
方から手ほどきを受けたり、打ちっぱなしにもたま

に行きますが、今なお100をひとつでも切れれば喜
びを感じています。北海道のゴルフ場は近場に数多
くあり、また休憩なしで回れますので環境は非常に
良く、健康のためにも続けていきたいと思います。
ゴルフ以外には、ジムのランニングマシンを使っ
て汗をかいています。もともとは高血圧解消のため
に 6年ほど前から始めたことですが、ゴルフをする
上での体力づくりにもなっています。時速 9 km/h
で30分、調子のよい時で 1時間を目安にしていま
す。ランニングを本格的にされている方からみると
大した速さではありませんが、私にとっては限界の
速度です。学生の頃、体育の時間で1,500mを走り
ましたが、約10分かけて走る速度になります。さら
にスピードを増すと左の膝（古傷）が痛み出します
ので、無理をせずマイペースで走っています。ただ
し、汗の量は尋常ではありません。幼い頃から発汗
量が多い体質であり、大人になっても相変わらずよ
く汗をかく方です。ランニングを開始して 3分後に
は額から汗が流れだします。目に入ると中断しなけ
ればならなくなるので、必ず頭にタオルを巻いてか
ら走るようにしています。コロナウイルス感染防止
の対策としてマスクの着用が義務付けられています
が、これがまた大変でありマスクの中がサウナ状態
になってしまいます。仕方のない話ですが、替えの
マスクを持参して必要な時にすぐ交換できるように
しています。
正月には恒例の箱根駅伝が開催されます。正月に
見る唯一の番組ですが、選手の頑張りを見ていると
自分も力が湧いてくるような感覚を覚えます。アス
リートの素晴らしいところは、困難な問題や危機的
な状況に陥っても柔軟に立ち向かい集中力を高めら
れるところだと思います。私はアスリートにはなれ
ませんが、可能な限り真似ができればと考えています。
今考えると、社内コミュニケーション、将棋、マ
ラソンは仕事の原動力になっていますね。余談です
が、いつか市民マラソンにも挑戦したいと思ってい
ます。
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福島漁港屋根付き船揚場の完成

福島漁港屋根付き船揚場の完成
福島漁港は、イカ釣漁業や一本釣漁業、磯根漁業など沿岸漁業の生産拠点として重要な役割を担っています。また、
つくり育てる漁業として養殖コンブ漁業が盛んに行われており、年間陸揚量の約 8割をコンブ類が占めています。
当漁港の第 3港区船揚場は、主に養殖コンブ漁業の陸揚げ施設として利用されていますが、養殖コンブの陸揚げ時は、
野天作業であるとともに、養殖コンブに付着した泥等の洗浄作業も一連で行っているため、直射日光や降雨（真水）の
影響による養殖コンブの品質低下が懸念されていました。また、冬期間は根しばり（養殖ロープにコンブを縛り付ける
作業）や間引き作業など養殖コンブの管理作業が行われており、降雪時の操業前は漁船や船揚場の除雪作業が重労働に
なっていました。
このことから、函館開発建設部では、直轄特定漁港漁場整備事業計画（福島地区）に基づき、令和 2年 8月から既設
船揚場への屋根かけ整備（延長40ｍ、奥行15.5ｍ、梁下高3.5m）を進め、令和 3年 5月末に完成、同年 6月から供用を
開始しました。また、船揚場背後の漁船保管施設用地において砂埃防止のための防塵処理も行いました。
屋根付き船揚場の完成により、養殖コンブの品質低下の防止とともに、漁業利用者の就労環境の改善が図られ、養殖
コンブ漁業の生産性向上・安定が期待されます。

北海道開発局　函館開発建設部

【整備前】野天での作業状況 完成した屋根付き船揚場

【整備後】屋根付き船揚場での作業状況
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Information

◎事務局だより◎
新型コロナ感染症が終息しない中、東京オリンピック・

パラリンピックが開催されました。

 1年延期、無観客等、異例の開催内容でしたが、夏の

大会については存命中の国内開催はこれが最後だろうと

思いながら観戦しました。

中でも新種目のスケートボードは国内では競技人口も

少なく、指導者もほとんどいない中で男女とも金メダル

をとる等、時代の流れを感じました。

建設業も働き方改革に向けた、施工効率向上、ICT活

用（BIM/CIM原則適用）、週休 2日等、次世代に向け

た取組が求められています。

◎業界だより◎

◎会員代表者の交代

　●豊浦建設工業㈱

　代表取締役社長　金丸　　淳

　●ハラダ工業㈱

代 表 取 締 役　藤野　徹弥

◎広報委員会だより◎
　令和 3年 9月現在の広報委員は以下のとおりです。

委 員 長 小 野 寺　 勇 東亜建設工業㈱

副 委 員 長 古 田　 圭 也 東洋建設㈱

　　（部会長） 宮 部　 秀 一 ㈱菅原組

　　（副部会長） 大 前　　 豊 五洋建設㈱

髙 木　 哲 夫 萩原建設工業㈱

石 島　 隆 司 近藤工業㈱

石 川　 洋 一 あおみ建設㈱

森　　 信 幸 ㈱不動テトラ

千 葉　不二夫 勇　建設㈱

小 玉　 茂 義 東亜建設工業㈱

上 野　　 強 釧石工業㈱

今 林　　 弘 菱中建設㈱

※広報委員会からのお願い

　 1．新造船（機械・装置含む）の紹介

　 2．注目される工事の着工、完成

　 3．工事現場の紹介

　 4．各地域の技術研究会・イメージアップ事業

　等の紹介をお待ちしております。
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